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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
西
暦
２
２
０
２
年
、
地
球
は
ガ
ミ
ラ
ス
と
の
共
存
の
道
を
選
び
、
共
に
歩
ん
で
行
く
事
を
決
意
し
た
。

そ
ん
な
中
、
２
１
９
９
年
の
帰
還
途
中
に
ヤ
マ
ト
を
襲
っ
た
ガ
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
の
驚
異
が
迫
っ
て
き
て

い
た
。
立
て
よ
、
ヤ
マ
ト
よ
。
地
球
は
今
、
君
の
力
を
必
要
と
し
て
い
る
の
だ
!

　
驚
異
を
立
ち
退
き
、
真
の
平
和
と
愛
を
取
り
戻
す
た
め
、
再
び
彼
女
達
は
地
球
の
た
め
、
人
類
の
た

め
に
立
ち
上
が
る
。

　
沖
田
の
約
束
は
破
ら
れ
た
。
地
球
の
艦
娘
は
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
（
Ａ
Ｉ
）
化
が
進
ん
で
い
る
。
し
か

し
、
い
つ
の
時
代
も
勝
利
を
掴
む
の
は
人
間
だ
。
テ
レ
ザ
ー
ト
へ
飛
び
立
つ
ヤ
マ
ト
達
…
…
。
彼
女
達

の
先
に
待
つ
も
の
と
は
一
体
…
…
…



　
　
目
　
　
　
次
　
　

奪
還
八
番
浮
遊
大
陸
基
地
!
ヤ
マ
ト
、
主
砲
発

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

射
!!
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奪
還
八
番
浮
遊
大
陸
基
地
!
ヤ
マ
ト
、
主
砲
発
射
!!

　『
彗
星
』
…
…
…
そ
れ
は
、
恒
星
に
近
付
く
際
に
尾
を
引
く
天
体
の
こ
と
で
あ
る
。

　
上
記
の
事
は
、
一
般
常
識
で
あ
る
が
、
最
近
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
を
制
圧
し
、
我
等
が
大
銀
河
系

へ
と
近
づ
く
、
大
白
色
彗
星
が
有
っ
た
…
…
…
…
…

　　
─
無
限
に
拡
が
る
大
宇
宙
─

　
─
静
寂
な
光
に
満
ち
た
世
界
─

　
─
其
処
に
は
、
様
々
な
星
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
る
─

　
─
そ
の
中
で
、
星
は
産
ま
れ
、
や
が
て
死
ん
で
行
く
─

　
─
そ
う
だ
、
宇
宙
は
生
き
て
い
る
の
だ
…
…
─

　
─
生
き
て
…
…
─

　
─
生
き
て
…
…
…
─

　
─
…
…
…
…
…
だ
か
ら
─

　
─
愛
が
必
要
だ
─
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巨
大
な
白
色
彗
星
の
中
か
ら
、
多
数
の
艦
艇
が
出
現
す
る
。
そ
の
姿
は
様
々
で
あ
り
、
一
つ
目
や
、
目

が
蒼
白
い
者
、
黄
色
い
目
の
者
等
様
々
だ
っ
た
。

　
そ
の
中
の
空
母
か
ら
、
特
徴
的
な
、
そ
う
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
様
な
艦
載
機
が
射
出
さ
れ
、
星
の
陸
地

へ
『
あ
る
』
物
体
を
飛
ば
す
。

『
あ
る
』
物
体
は
、
人
の
様
な
形
に
変
形
し
、
僧
達
を
容
赦
な
く
殺
し
て
行
く
。
し
か
し
、
彼
等
の
死
守

し
て
い
た
場
所
は
、
虚
し
く
破
ら
れ
、
殺
さ
れ
て
い
っ
た
。

　「
虚
し
い
…
、
実
に
虚
し
い
…
…
…
。
彼
等
の
命
に
、
何
の
意
味
が
在
っ
た
と
言
う
の
だ
…
…
…
…
。
や

は
り
、
愛
が
必
要
だ
…
…
。
こ
の
宇
宙
か
ら
根
こ
そ
ぎ
苦
痛
を
取
り
除
く
、
大
い
な
る
愛
が
…
…
。
そ

う
は
思
わ
ん
か
、
テ
レ
サ
…
…
…
」

『
全
て
は
、
定
め
ら
れ
た
事
…
…
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
有
り
ま
せ
ん
…
…
。
遠
い
星
の
戦
士
達
よ
、

貴
女
達
に
…
、
全
て
が
…
…
…
…
』

　　
??????????????????????

　
空
間
に
歪
み
が
産
ま
れ
、
そ
の
歪
み
の
部
分
か
ら
、
一
隻
の
艦
が
ワ
ー
プ
ア
ウ
ト
す
る
。

「
古
代
艦
長
。
正
常
に
ワ
ー
プ
完
了
。
以
上
有
り
ま
せ
ん
。」

（
わ
か
っ
た
）
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「
全
艦
ワ
ー
プ
ア
ウ
ト
。
艦
隊
、
縦
陣
体
系
へ
」

『
地
球
　
特
別
混
成
艦
隊
』

　
そ
れ
は
、
八
番
浮
遊
大
陸
基
地
を
奪
還
す
る
た
め
に
編
成
さ
れ
た
、
特
別
艦
隊
で
あ
る
。

『
ガ
ミ
ラ
ス
　
辺
境
警
備
第
３
８
任
務
部
隊
』

　
現
ガ
ミ
ラ
ス
の
地
球
側
警
備
艦
隊
で
あ
る
。

「
全
艦
、
対
艦
戦
闘
用
意
」

「
デ
ー
タ
リ
ン
ク
開
始
、
各
艦
は
グ
リ
ッ
ド
の
表
示
変
更
に
注
意
せ
よ
。」

『
地
球
・
ガ
ミ
ラ
ス
連
合
艦
隊
』

　
八
番
浮
遊
大
陸
基
地
を
奪
還
す
る
た
め
に
合
流
し
た
地
球
艦
隊
と
ガ
ミ
ラ
ス
艦
隊
の
混
成
艦
隊
の

こ
と
で
あ
る
。

　『
奴
等
が
こ
の
浮
遊
大
陸
を
占
拠
し
て
既
に
６
０
日
。
基
地
要
員
の
救
出
は
、
ガ
ミ
ラ
ス
側
も
諦
め
て

い
る
。
攻
撃
目
標
、
ガ
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
艦
隊
及
び
八
番
浮
遊
大
陸
基
地
。
浮
遊
大
陸
奪
還
の
栄
誉
は
、

我
々
地
球
艦
隊
に
任
さ
れ
た
。
ガ
ミ
ラ
ス
軍
は
先
行
し
て
突
撃
。
撃
ち
漏
ら
し
た
敵
を
、
我
々
が
、
各

個
、
撃
破
す
る
。』

「
装
甲
突
入
型
の
ゼ
ル
グ
ー
ト
。
ガ
ミ
ラ
ス
で
も
珍
し
い
タ
イ
プ
の
長
物
が
三
つ
も
あ
る
。
し
っ
か
り

デ
ー
タ
を
取
ら
な
い
と
。
ど
れ
だ
け
耐
え
ら
れ
る
か
、
こ
ん
な
に
近
く
で
拝
め
る
チ
ャ
ン
ス
な
ん
て
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…
」

（
ユ
ウ
ナ
ギ
、
ガ
ミ
ラ
ス
は
同
盟
国
だ
。
友
軍
艦
艇
に
は
、
敬
意
を
払
え
）

「
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
古
代
艦
長
。
エ
リ
ア
内
ゼ
ル
グ
ー
ト
級
三
と
の
デ
ー
タ
リ
ン
ク
、
開
始
し
ま

す
。」

　　
ガ
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
側
か
ら
、
火
炎
直
撃
砲
が
放
た
れ
る
。

「
流
石
だ
な
ぁ
。
火
炎
直
撃
砲
を
耐
え
た
よ
。」

　
し
か
し
、
二
発
目
は
い
く
ら
シ
ー
ル
ド
持
ち
で
在
っ
た
と
し
て
も
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
地
球

「
我
が
方
の
被
害
甚
大
!
」

　
藤
堂
長
官
の
目
に
１
人
の
艦
娘
移
る
。

「
む
、
あ
の
艦
は
」

「
…
、
識
別
確
認
!
第
二
護
衛
駆
逐
艦
隊
所
属
、
４
７
番
艦
『
ユ
ウ
ナ
ギ
』
!!
」

　
森
雪
は
、
古
代
の
艦
で
あ
る
ユ
ウ
ナ
ギ
の
無
事
に
安
堵
し
た
。

　
浮
遊
大
陸

（
空
母
か
ら
小
型
機
発
艦
!
）

「
上
部
ミ
サ
イ
ル
、
っ
て
ー
ー
!!
」
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　「
一
か
ら
四
番
、
発
射
雷
数
四
、
開
口
角
３
度
!
っ
て
ー
ー
ー
!!
」

　
ユ
ウ
ナ
ギ
の
四
本
の
魚
雷
全
て
が
、
敵
の
メ
ダ
ル
ー
サ
級
を
一
隻
沈
め
る
。

「
っ
!
」

　
徐
々
に
地
球
ガ
ミ
ラ
ス
側
の
戦
力
が
削
ら
れ
て
行
く
。

（
ガ
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
艦
隊
、
後
退
す
る
模
様
）

「
そ
ん
な
…
…
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
後
退
は
妙
で
す
ね
。」

（
ガ
ミ
ラ
ス
艦
隊
、
追
撃
に
移
行
。）

「
ガ
ミ
ラ
ス
旗
艦
と
の
、
直
接
回
線
を
開
き
ま
す
。」

（
ガ
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
艦
隊
の
後
方
か
ら
、
巨
大
な
構
造
物
!!
）

「
な
、
何
で
す
か
、
あ
れ
は
…
…
…
」

　
十
字
の
形
を
し
た
謎
の
物
体
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
と
、
中
か
ら
、
ガ
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
の
大
戦
艦
で
あ

る
『
カ
ラ
ク
ル
ム
級
』
が
現
れ
る
。

「
あ
れ
は
…
…
、
大
戦
艦
」

　
す
る
と
、
大
戦
艦
の
前
で
何
か
が
回
転
し
始
め
た
。
其
処
か
ら
、
散
弾
と
も
言
え
る
ほ
ど
の
陽
電
子

攻
撃
が
放
た
れ
、
ガ
ミ
ラ
ス
艦
隊
が
壊
滅
す
る
。

「
そ
ん
な
、
先
行
し
た
ガ
ミ
ラ
ス
艦
隊
が
、
全
滅
…
…
。」
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す
る
と
、
突
撃
を
し
な
か
っ
た
ガ
ミ
ラ
ス
艦
や
、
地
球
艦
隊
に
も
被
害
が
及
び
始
め
る
。

　
地
球

「
第
二
、
第
三
小
隊
壊
滅
!
」

　
す
る
と
、
芹
沢
参
謀
長
に
、
ガ
ミ
ラ
ス
の
秘
書
が
耳
打
ち
す
る
。

「
長
官
。
こ
の
状
況
…
、
好
機
か
と
」

「
…
…
…
…
、
射
線
上
の
安
全
確
保
を
、
万
全
に
し
ろ
。
そ
れ
が
、
絶
対
条
件
だ
」

「
は
っ
!
展
開
中
の
全
艦
隊
に
告
ぐ
!
プ
ラ
ン
Ａ
発
動
!
全
艦
直
ち
に
、
所
定
の
行
動
に
入
れ
!!
」

「
プ
ラ
ン
Ａ
?
知
っ
て
ま
す
か
?
森
一
尉
。」

「
わ
か
ら
な
い
。
け
ど
、
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
あ
ら
か
じ
め
に
登
録
さ
れ
て
い
る
…
…
」

　
す
る
と
、
画
面
に
、
あ
る
映
像
が
映
る
。

「
こ
れ
は
、
ま
さ
か
!
」

　
浮
遊
大
陸

「
第
三
警
戒
ラ
イ
ン
へ
速
や
か
に
後
退
せ
よ
。
そ
れ
が
プ
ラ
ン
Ａ
の
指
示
で
す
。
艦
長
。」

（
一
体
何
な
ん
だ
…
…
）

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
充
填
８
０
％
、
９
０
％
、
９
６
％
、
１
０
０
％
。
拡
散
波
動
砲
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
充
填
１

２
０
％
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ス
コ
ー
プ
の
目
標
へ
の
ロ
ッ
ク
完
了
。
発
射
５
秒
前
。
４
，
３
，
２
，
１
、
発

射
」
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（
余
剰
次
元
の
爆
縮
を
確
認
!
）

「
っ
っ
!
」

　
捻
れ
を
発
生
さ
せ
た
蒼
白
い
閃
光
は
、
先
端
が
ぶ
つ
か
り
合
い
拡
散
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
八
番
浮

遊
大
陸
基
地
は
消
滅
、
周
辺
の
ガ
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
艦
も
ほ
と
ん
ど
が
沈
め
ら
れ
た
。

「
こ
れ
は
…
…
…
波
動
砲
…
…
…
」

『
こ
ち
ら
、
地
球
連
邦
防
衛
軍
総
旗
艦
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
。
八
番
浮
遊
大
陸
の
消
滅
を
確
認
。
本
艦
は
こ

れ
よ
り
、
掃
討
戦
に
移
行
す
る
。
地
球
・
ガ
ミ
ラ
ス
連
合
艦
隊
は
、
そ
の
ま
ま
静
観
さ
れ
た
し
。」

「
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
、
も
う
艤
装
が
完
成
し
て
い
た
な
ん
て
…
…
」

（
一
体
何
の
茶
番
だ
よ
!
）

　
地
球

「
成
功
で
す
。」

「
こ
れ
で
、
ガ
ミ
ラ
ス
の
方
々
も
考
え
を
改
め
る
で
し
ょ
う
。」

「
反
対
派
の
人
も
な
」

「
…
…
こ
れ
は
、
波
動
砲
で
す
よ
ね
。
こ
れ
が
、
こ
れ
が
こ
の
三
年
間
の
成
果
な
の
で
し
ょ
う
か
!
」

「
サ
ラ
ト
ガ
、
デ
ィ
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
、
被
害
甚
大
に
よ
り
作
戦
続
行
不
能
。
地
球
へ
の
帰
還
を
求
め
て
き

て
い
ま
す
。」

「
許
可
し
て
や
れ
」
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浮
遊
大
陸

「
死
ん
で
る
?
」

　
サ
ラ
ト
ガ
と
デ
ィ
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
の
ワ
ー
プ
直
後
、
大
戦
艦
が
動
き
始
め
る
。

「
!!
主
砲
、
発
射
準
備
!
」

　
し
か
し
、
既
に
横
を
通
り
す
ぎ
て
行
く
。

「
早
い
。
一
番
二
番
は
捨
て
る
!
三
番
、
四
番
っ
て
ー
ー
!
」

　
早
す
ぎ
る
影
響
で
偏
差
が
間
に
合
わ
な
い
。

「
っ
て
ー
ー
!!
」

　
こ
れ
は
当
た
っ
た
が
、
か
す
っ
た
程
度
て
終
わ
っ
た
。

（
敵
大
戦
艦
、
超
高
速
で
接
近
!
）

「
回
避
し
ま
す
。
取
り
舵
反
転
!
」

「
…
…
本
当
で
す
か
?
」

（
は
い
、
大
戦
艦
が
動
き
出
す
直
前
、
サ
ラ
ト
ガ
と
デ
ィ
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
が
地
球
へ
向
け
ワ
ー
プ
を
）

「
古
代
艦
長
。
本
艦
も
至
急
地
球
へ
」

（
わ
か
っ
た
）

「
ワ
ー
プ
!
」

　
地
球
圏
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「
ワ
ー
プ
ア
ウ
ト
完
了
」

「
す
ぐ
そ
こ
だ
な
ぁ
」

　
そ
の
直
後
、
真
後
ろ
か
ら
大
戦
艦
が
ワ
ー
プ
ア
ウ
ト
す
る
。

「
ぐ
っ
!
」

「
ご
は
っ
!
」

　
地
球

「
月
軌
道
外
周
に
、
巨
大
質
量
ワ
ー
プ
ア
ウ
ト
!
ワ
ー
プ
ア
ウ
ト
し
た
の
は
、
作
戦
宙
域
で
ワ
ー
プ
し
た

大
戦
艦
と
思
わ
れ
ま
す
!
」

「
な
に
ぃ
!
」

「
又
、
同
ポ
イ
ン
ト
に
て
、
サ
ラ
ト
ガ
と
デ
ィ
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
の
ワ
ー
プ
ア
ウ
ト
信
号
を
確
認
!
」

「
落
着
予
想
位
置
は
!
」

「
!
こ
こ
で
す
…
…
…
」

「
戦
闘
衛
星
は
何
を
や
っ
て
い
る
!
」

「
現
在
展
開
中
。
戦
闘
体
制
に
移
行
し
ま
し
た
。」

　
戦
闘
衛
星
は
、
攻
撃
を
開
始
し
す
る
も
、
大
戦
艦
に
は
効
か
ず
虚
し
く
突
破
さ
れ
て
し
ま
う
。

「
戦
闘
衛
星
、
突
破
さ
れ
ま
し
た
!
」

「
芹
沢
さ
ん
、
こ
こ
は
駄
目
だ
、
直
ぐ
に
民
間
人
の
避
難
の
準
備
を
」
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「
無
駄
だ
。
あ
れ
ほ
ど
の
質
量
が
あ
の
速
度
で
墜
ち
れ
ば
、
一
溜
ま
り
も
無
い
…
…
」

「
民
間
人
へ
の
避
難
誘
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
し
ま
す
!
」

「
旧
地
下
都
市
へ
の
出
入
り
口
を
解
放
し
ろ
」

「
大
戦
艦
の
真
下
に
ワ
ー
プ
ア
ウ
ト
信
号
!
こ
れ
は
…
…
Ｋ
─
４
７
『
ユ
ウ
ナ
ギ
』
で
す
!
」

「
古
代
君
!?
」

　
ユ
ウ
ナ
ギ

「
主
砲
、
右
９
０
°
、
一
斉
射
!
」

　
し
か
し
、
ユ
ウ
ナ
ギ
の
主
砲
は
効
か
ず
、
跡
を
つ
け
る
程
度
だ
っ
た
。

（
駄
目
だ
。
ユ
ウ
ナ
ギ
の
主
砲
で
は
）

（
撃
ち
方
止
め
。
コ
ー
ス
修
正
。
敵
艦
の
下
へ
回
り
込
め
）

「
了
解
。
ス
ラ
ス
タ
ー
、
噴
射
、
コ
ー
ス
、
右
５
°
修
正
」

（
敵
艦
下
部
か
ら
押
し
上
げ
て
、
軌
道
を
変
え
る
。
推
力
全
開
!!
）

「
機
関
最
大
!
主
砲
へ
の
動
力
カ
ッ
ト
、
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
波
動
エ
ン
ジ
ン
へ
!
」

（
駄
目
だ
!
落
下
軌
道
変
え
ら
れ
な
い
!
）

（
艦
長
、
司
令
部
森
一
尉
か
ら
秘
匿
回
線
で
通
信
が
来
て
い
ま
す
!
）

（
雪
か
!
）

『
古
代
君
、
聞
こ
え
る
?
回
線
を
切
り
替
え
る
わ
。』
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『
古
代
』

（
真
田
さ
ん
）

『
久
し
ぶ
り
だ
な
』

「
お
姉
様
か
ら
秘
匿
回
線
で
通
信
?
」

『
ユ
ウ
ナ
ギ
ち
ゃ
ん
?
』

「
ど
う
し
た
ん
だ
す
か
?
お
姉
様
」

『
直
ぐ
に
離
れ
て
。
私
に
考
え
が
有
る
の
』

『
古
代
、
そ
ち
ら
の
軌
道
デ
ー
タ
を
こ
ち
ら
に
送
っ
て
く
れ
。』

　
ユ
ウ
ナ
ギ
は
、
推
力
を
最
大
に
し
た
状
態
で
、
大
戦
艦
を
お
し
続
け
て
い
た
。

「
そ
ん
な
事
が
短
時
間
で
出
来
る
ん
で
す
か
!?
」

『
真
田
さ
ん
か
ら
も
協
力
は
得
て
い
る
わ
』

（
ユ
ウ
ナ
ギ
、
逆
噴
射
だ
。
敵
艦
か
ら
離
れ
る
。
我
々
は
、
あ
の
艦
に
希
望
を
託
す
!
）

「
了
解
で
す
。
艦
首
ス
ラ
ス
タ
ー
噴
射
!
機
関
、
減
速
赤
１
５
」

　　
地
球

「
第
三
区
画
の
避
難
誘
導
、
開
始
し
ま
し
た
。」

「
第
七
区
画
の
避
難
誘
導
開
始
し
ま
す
。
パ
レ
ッ
ト
解
放
し
ま
す
。」
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　『
ド
ッ
ク
内
の
全
作
業
員
は
、
至
急
艦
内
、
及
び
避
難
ブ
ロ
ッ
ク
に
退
避
せ
よ
。
繰
り
返
す
。
ド
ッ
ク
内

の
全
作
業
員
は
、
至
急
艦
内
、
及
び
避
難
ブ
ロ
ッ
ク
に
退
避
せ
よ
。』

「
急
い
で
下
さ
い
!
」

「
補
助
エ
ン
ジ
ン
チ
ェ
ッ
ク
完
了
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
充
填
１
０
０
％
」

『
回
路
良
し
。
自
動
シ
リ
ン
ダ
ー
準
備
宜
し
』

「
補
助
エ
ン
ジ
ン
始
動
。」

『
補
助
エ
ン
ジ
ン
始
動
』

『
重
動
力
線
コ
ン
タ
ク
ト
、
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
』

「
砲
雷
撃
戦
、
用
意
!
」

『
定
速
回
転
１
６
０
０
、
補
助
エ
ン
ジ
ン
点
火
』

「
ガ
ン
ト
リ
ー
ロ
ッ
ク
解
除
。
船
体
、
起
こ
せ
ー
ー
」

　
ヤ
マ
ト
の
艤
装
下
部
に
つ
い
て
い
る
ガ
ン
ト
リ
ー
ロ
ッ
ク
が
解
除
さ
れ
、
補
助
エ
ン
ジ
ン
に
火
が
つ

き
、
ヤ
マ
ト
の
艦
体
が
上
が
っ
て
く
る
。

「
二
番
砲
塔
、
左
９
０
°
仰
角
一
杯
」

『
射
角
修
正
３
５
°
』

「
右
舷
艦
底
部
ス
ラ
ス
タ
ー
噴
射
」
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大
戦
艦
が
大
気
圏
に
入
っ
て
く
る
。

　「『
っ
て
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
!!!!
』」

　
真
田
と
ヤ
マ
ト
が
同
時
に
砲
撃
指
示
を
だ
す
。

　
そ
の
直
後
、
ヤ
マ
ト
の
海
底
ド
ッ
ク
か
ら
蒼
白
い
閃
光
が
放
た
れ
、
天
井
を
突
き
破
り
、
捻
れ
を
描

き
な
が
ら
収
縮
し
大
戦
艦
の
敵
艦
首
に
命
中
す
る
。

　
命
中
し
た
直
後
、
敵
大
戦
艦
は
爆
発
を
起
こ
し
て
消
滅
し
た
。

　　
司
令
部

「
た
、
助
か
っ
た
…
…
!
ほ
、
報
告
し
ろ
!
」

「
あ
、
は
、
は
い
!
敵
戦
艦
、
上
空
一
万
八
千
メ
ー
ト
ル
で
、
消
滅
し
ま
し
た
。」

「
ヤ
マ
ト
で
す
!
ヤ
マ
ト
が
発
砲
し
た
模
様
!
」

「
何
だ
と
、
今
は
改
修
中
の
筈
だ
が
…
…
。
直
ぐ
に
海
底
ド
ッ
ク
に
繋
げ
!!
」

「
…
…
ヤ
マ
ト
…
…
…
」

　
ユ
ウ
ナ
ギ

「
や
っ
た
ん
、
で
す
ね
。」
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（
真
田
さ
ん
）

〔
お
姉
様
〕

　
地
球
主
砲
を
撃
っ
た
後
の
ヤ
マ
ト
は
、
発
射
し
た
と
き
の
状
態
の
ま
ま
だ
っ
た
。

　　
ユ
ウ
ナ
ギ
＆
ヤ
マ
ト

　
謎
の
幻
影
が
ヤ
マ
ト
達
を
襲
う

『
沖
田
艦
長
!
』

　
沖
田
「
古
代
、
ヤ
マ
ト
に
乗
れ
。」

「
沖
田
艦
長
!
」

　
沖
田
「
ヤ
マ
ト
、
テ
レ
ザ
ー
ト
へ
行
け
」
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